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退
職
手
当
積
立
金
特
別
会
計
規
則

（
平
成
九
年
二
月
二
十
一
日
規
則
第
六
十
二
号
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
以
下
「
本
会
」
と

い
う

）
に
在
職
す
る
職
員
の
退
職
慰
労
金
に
関
し
、
独
立
の
財

。

源
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

（
特
別
会
計
）

第
二
条

退
職
手
当
積
立
金
（
以
下
「
積
立
金
」
と
い
う

）
に
関

。

す
る
会
計
は
特
別
会
計
と
し
、
そ
の
年
度
は
本
会
計
に
準
ず
る
。

（
積
立
金
の
財
源
）

第
三
条

積
立
金
に
は
、
次
に
掲
げ
る
収
入
を
あ
て
る
。

一

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

二

積
立
金
の
運
用
に
よ
る
利
益
金

三

職
員
に
対
す
る
貸
付
金
の
利
息

四

退
職
慰
労
金
の
資
金
と
し
て
収
受
し
た
寄
付
金

（
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
）

第
四
条

本
会
は
、
毎
年
度
、
前
年
度
末
に
在
職
す
る
全
職
員
が
退

職
す
る
も
の
と
し
た
場
合
に
要
す
る
退
職
慰
労
金
総
額
の
二
十
分

の
一
以
上
の
金
額
を
一
般
会
計
か
ら
こ
の
会
計
に
繰
入
れ
る
も
の
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と
す
る
。

２

積
立
金
の
総
額
が
前
項
の
退
職
慰
労
金
総
額
の
二
分
の
一
に
達

し
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
の
額
を
減
額
し
、
又
は
そ
の
繰
入
れ
を
し
な
い
こ
と
が
で
き

る
。

（
積
立
金
の
処
分
）

第
五
条

積
立
金
は
、
次
に
掲
げ
る
支
出
に
あ
て
る
。

一

職
員
の
退
職
慰
労
金

二

職
員
に
対
す
る
貸
付
金

三

積
立
金
の
運
用
に
お
け
る
支
払
手
数
料

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

昭
和
二
十
六
年
四
月
二
十
五
日
の
理
事
会
決
議
で
設
置
さ
れ
た

退
職
手
当
積
立
金
会
計
に
よ
っ
て
、
既
に
積
み
立
て
ら
れ
た
退
職

手
当
積
立
金
は
こ
の
規
則
に
よ
っ
て
積
立
て
ら
れ
た
も
の
と
み
な

す
。


